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明治維新を成し遂げる一翼を担った長州藩。しかし維新の十数年前までは多額の借金を抱えた赤字財政の藩のひとつに

過ぎませんでした。そんな長州藩が、一体どのようにして藩の財政問題を解決し、明治維新を成し遂げるための力をつけ

ることができたのか？このことを財政という側面から追っていきます。 

長州藩財政改革の流れ 
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宝暦から天明にかけては田沼意次の浪費・松平定信の寛政改革等で幕藩体制が動揺

した時代であった。当然諸藩も財政的に行き詰った所が多く、様々な改革が行われ

た。 

長州藩においては、中興の祖といわれる毛利重就による宝暦の改革が行われ、藩の

経済的自立及び貨幣経済の発展をもたらした。なかでも独自の制度「撫育方」は改革

で得た増収を元手に港湾・産業を行う組織で、この成功が幕末長州藩を維新へ向か

わせる資金的原動力となった。 

天保期における村田清風の大改革はある程度の成功を収めたが、一部の商人の反発

や、坪井九右衛門らの反対勢力が台頭してくることで、弘化元年（1844）に村田清風は

職を辞することになる。 

村田清風の失脚後、藩政改革の後を継いだのが坪井九右衛門。その彼も数年後に失

脚し、以後、椋梨藤太や周布政之助を交えながら、藩政改革は進んでいくのであった。 

天保期、長州藩では様々な財政政策が積極的に成されてきた。このことは、産業経済

の発展のために必要な諸事ではあったが、しかし、その反面、政策に伴う多大な出費

も増加することになり、藩の財政困窮を進める要因にもなった。 

更に、江戸屋敷（鎮海園）の新築や、世子崇文（後の毛利斉広）の婚儀費用なども、

藩財政に負担をかけることになり、藩の財政はいよいよ危機に直面していく。 

その財政危機は、農民の生活にも影響を与え、天保２年に三田尻での打ち壊しに始ま

った農民一揆は一気に広がり、長州藩に大混乱を引き起こした。そのような中、毛利

敬親に登用された村田清風は財政の建て直しを進めていくのであった。 



 

財政改革に関係した人物 

毛利重就(もうり しげたか) ･･･ 天保 10 年(1725) ― 寛政元年(1789) 

8 代目長州藩主 

検地による増収で撫育方(ぶいくかた)という組織を作り、干拓や塩田の開発、港の

整備などを行う。 

毛利敬親(もうり たかちか)…文政 2 年(1819) ― 明治 4 年(1871) 

14 代目長州藩主 

「そうせい候」と呼ばれ、有能な人材を積極的に登用し、財政改革を中心に藩制度

や教育の改革を行う。 

村田清風(むらた せいふう)…天明 3 年(1783) ― 安政 2 年(1855) 

14 歳で明倫館に入学し、文武の道を修める。歴代 5 人の藩主に仕え、江戸屋敷や

萩藩庁において要職を歴任し、藩政改革に尽力する。 

周布政之助(すふ まさのすけ)…文政 6 年(1825) ― 元治元年(1864) 

村田清風の影響を受け、村田路線の藩政改革に尽力する。改革派の指導者として

俗論派(坪井派)の椋梨籐太と対立する。 

坪井九右衛門(つぼい くえもん)…寛政 12 年(1800) ― 文久 3 年(1863) 

村田清風のあとに藩政改革の中心を担うものの、改革は失敗に終わった。 

椋梨籐太(むくなし とうた)…文化 3 年(1806) ― 慶応元年(1865) 

明倫館の密用方から長州藩の重臣に抜擢される。俗論派(坪井派)の代表的人物。 
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